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円 円 円 円 円

　病 院 事 業 費 用

特 別 損 失

医 業 外 費 用

地方公営企業
法 第 条 第
項の規定に

よ る 支 出 額

流 用

増減額

第 項 予 備 費

第 項

第 項

第 項

高等看護学院費用

医 業 費 用

医 業 外 収 益

予 備 費

支 出 額
当 初 予 算 額

区　　　　分

 　 支      出

補 正 予 算 額

　　　　　　　　　　予  　　　　　　　   　     　算

円

地 方 公 営 企 業 法 第 条
第 項 の 規 定 に よ る 支
出 額 に 係 る 財 源 充 当額

(1) 収益的収入及び支出

区　　　　分

令和３ 年度函館市

       予　　　        　　　　算

第 項

第 項

補 正 予 算 額当 初 予 算 額

円円

 　 収      入

第 項

第 款

第 項

第 款 　病 院 事 業 収 益

第 項

高等看護学院収益

医 業 収 益

特 別 利 益

円

円

円

円

円 円 円 円 円 円 円

円

円

円

円

円

合 計小　　　計

　　　　       額 地 方 公
営 企 業
法 第
条第 項
の 規 定
に よ る
繰 越 額

決 算 額 備　　　考不　用　額

 うち,仮払消費税及び地方消費税

地方公営企
業 法 第
条 第 項 の
規定による
繰 越 額

円

額

合  　　　計

円
 うち, 仮受消費税及び地方消費税

円

△

病 院 事 業 決 算 報 告 書

備　　　　　考決　　算　　額
予 算 額 に 比 べ

決 算 額 の 増 減
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円 円

円 円 円 円

　　　　　　　　　　　予  　　　   　     　算

円

区　　　　分

第 項

第 款

第 項 企 業 債 償 還 金

第 項

　資　本　的　支　出

長期貸付金返還金

地方公営企業法
第 条の規定に
よ る 繰 越 額

補 助 金

第 項

第 項

補 正 予 算 額
流  用

増減額
小　　　計

 　 支      出

(2) 資本的収入及び支出

 　 収      入

小　 　　計
区　　　　分

当 初 予 算 額 補 正 予 算 額

他 会 計 負 担 金

第 款

　　       予　　　        　　　　算

地方公営企業法第 条
の規定による繰越額に
係 る 財 源 充 当 額

当 初 予 算 額

　資　本　的　収　入

第 項 投 資

　資本的収入額が資本的支出額に不足する額768,085,777円は，当年度分損益勘定留保資金で補てんした。

建 設 改 良 費

円 円 円

△

△

△

△

 額

円 円 円 円 円 円 円

継続費
逓 次
繰越額

継 続 費 逓 次
繰越額に係る
財 源 充 当 額

合　　　　計

円

地 方 公 営
企 業 法
第 条 の
規 定 に よ る
繰 越 額

円

円

備　　　　　考
予算額に比べ

決算額の増減

円

決　 算 　額

　　　　額

円

円

継続費

逓 次

繰越額

備　   考

うち,仮払消費税及び地方消費税

円

合　　　計

決　算　額

合 計
不　用　額

翌　年　度　繰　越　額
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令令和和３３((22002211))年年度度函函館館市市病病院院事事業業損損益益計計算算書書

（令和 3 年 4 月 1 日から令和 4 年 3 月31日まで）

1 医 業 収 益
円

(1) 入 院 収 益 14,326,677,126

(2) 外 来 収 益 4,808,298,443

(3) そ の 他 医 業 収 益 281,878,317
円

(4) 他 会 計 負 担 金 459,815,567 19,876,669,453

2 医 業 費 用

(1) 給 与 費 10,122,681,033

(2) 材 料 費 6,192,805,973

(3) 経 費 3,357,207,111

(4) 減 価 償 却 費 589,138,331

(5) 資 産 減 耗 費 3,566,458

(6) 研 究 研 修 費 43,593,449 20,308,992,355
円

医 業 損 失 432,322,902

3 高等看護学院収益

(1) 高 等 看 護 学 院 収 益 73,896,200 73,896,200

4 医 業 外 収 益

(1) 他 会 計 負 担 金 747,375,227

(2) 他 市 町 負 担 金 20,372,000

(3) 他 会 計 補 助 金 458,196,000

(4) 補 助 金 3,652,016,997

(5) 患 者 外 給 食 収 益 740,455

(6) 長 期 前 受 金 戻 入 253,798,797

(7) 引 当 金 戻 入 益 5,573,105

(8) そ の 他 医 業 外 収 益 158,926,960 5,296,999,541

5 高等看護学院費用

(1) 給 与 費 118,380,588

(2) 経 費 32,288,346

円

(3) 減 価 償 却 費 12,216,313
円

（4） 研 究 研 修 費 895,020 163,780,267

6 医 業 外 費 用

支 払 利 息 及 び(1) 238,480,267企 業 債 取 扱 諸 費

(2) 患 者 外 給 食 材 料 費 719,508

(3) 貸倒引当金医業外繰入額 36,374,676

(4) 長期前払消費税償却 30,222,243

円

(5) 雑 損 失 954,281,353 1,260,078,047 3,947,037,427

経 常 利 益 3,514,714,525

7 特 別 利 益

(1) 過 年 度 損 益 修 正 益 465,156

(2) 長 期 前 受 金 戻 入 596,733,209

(3) そ の 他 特 別 利 益 1,166,032 598,364,397

8 特 別 損 失

(1) 過 年 度 損 益 修 正 損 212,684 212,684 598,151,713

当 年 度 純 利 益 4,112,866,238

前 年 度 繰 越 欠 損 金 13,730,954,270

当年度未処理欠損金 9,618,088,032
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令令和和３３((22002211))年年度度函函館館市市病病院院事事業業剰剰余余金金計計算算書書

（令和3年4月1日から令和4年3月31日まで）

資 本 金

剰 余 金

資本合計
資 本 剰 余 金 欠 損 金

受贈財産
評 価 額

他会計
負担金

資本剰余金
合　　　計

未処理
欠損金

欠損金合計

前年度末残高
円 円 円 円 円 円 円

△13,730,954,270 △13,730,954,270 △10,380,436,531

前年度処分額

処分後残高 △13,730,954,270 △13,730,954,270 △10,380,436,531

当年度変動額

資本剰余金の受入れ

当年度純利益

当年度末残高 △6,193,701,477△9,618,088,032 △9,618,088,032

当年度未処理欠損金

繰越欠損金

（注） 表中の｢条例｣は函館市公営企業の設置等に関する条例(昭和41年函館市条例第51号)を指す。

令令和和３３((22002211))年年度度函函館館市市病病院院事事業業欠欠損損金金処処理理計計算算書書

資　本　金 資 本 剰 余 金 未 処 理 欠 損 金

当年度末残高
円 円 円

△9,618,088,032

条例第８条による処分額

処分後残高 △9,618,088,032
繰越欠損金
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当年度末残高
円 円 円

△9,618,088,032

条例第８条による処分額

処分後残高 △9,618,088,032
繰越欠損金
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令令和和３３((22002211))年年度度函函館館市市病病院院事事業業貸貸借借対対照照表表

（令和4年3月31日）

資 産 の 部

1 固 定 資 産

(1) 有 形 固 定 資 産
円

イ 土 地 1,292,975,331
円

ロ 建 物 22,566,261,496

減価償却累計額 △17,342,906,156 5,223,355,340

ハ 構 築 物 613,639,461

減価償却累計額 △ 580,403,550 33,235,911

ニ 医療用器械備品 7,448,459,671

減価償却累計額 △ 6,863,142,468 585,317,203

ホ その他器械備品 340,795,280

減価償却累計額 △ 326,629,641 14,165,639

ヘ 車 両 4,004,910

減価償却累計額 △ 3,896,805 108,105

ト 放射性同位元素 6,353,142

減価償却累計額 △ 6,181,650 171,492

チ リ ー ス 資 産 2,033,998,329

減価償却累計額 △ 1,076,386,036 957,612,293
円

有形固定資産合計 8,106,941,314

(2) 無 形 固 定 資 産

イ リ ー ス 資 産 44,976,379

ロ その他無形固定資産 107,200

無形固定資産合計 45,083,579

(3) 投資その他の資産

イ 長 期 貸 付 金 71,256,029

貸 倒 引 当 金 △ 49,535,676

ロ 出 資 金 148,000

ハ 長期前払消費税 309,919,415

円
投 資 そ の 他 の

331,787,768
資 産 合 計

円

固 定 資 産 合 計 8,483,812,661

2 流 動 資 産

(1) 現 金 預 金 125,131,333
円

(2) 未 収 金 4,336,895,600

貸 倒 引 当 金 △ 15,924,820 4,320,970,780

(3) 貯 蔵 品 56,922,318

(4) 短 期 貸 付 金 1,200,000

流 動 資 産 合 計 4,504,224,431

資 産 合 計 12,988,037,092

負 債 の 部

3 固 定 負 債

(1) 企 業 債

建 設 改 良 費 等 の 財 源 に
イ 9,020,831,168

充 て る た め の 企 業 債

企 業 債 合 計 9,020,831,168

(2) リ ー ス 債 務 728,829,395

(3) 引 当 金

イ 退職給付引当金 4,485,862,445

引 当 金 合 計 4,485,862,445

固 定 負 債 合 計 14,235,523,008

4 流 動 負 債

(1) 一 時 借 入 金 180,000,000

(2) 企 業 債

建 設 改 良 費 等 の 財 源 に
イ 1,360,600,037

充 て る た め の 企 業 債

企 業 債 合 計 1,360,600,037

(3) リ ー ス 債 務 302,770,835

(4) 未 払 金 1,426,859,701

(5) 前 受 金 24,248,000

(6) 引 当 金

イ 賞 与 引 当 金 465,206,240
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令令和和３３((22002211))年年度度函函館館市市病病院院事事業業貸貸借借対対照照表表

（令和4年3月31日）

資 産 の 部

1 固 定 資 産

(1) 有 形 固 定 資 産
円

イ 土 地 1,292,975,331
円

ロ 建 物 22,566,261,496

減価償却累計額 △17,342,906,156 5,223,355,340

ハ 構 築 物 613,639,461

減価償却累計額 △ 580,403,550 33,235,911

ニ 医療用器械備品 7,448,459,671

減価償却累計額 △ 6,863,142,468 585,317,203

ホ その他器械備品 340,795,280

減価償却累計額 △ 326,629,641 14,165,639

ヘ 車 両 4,004,910

減価償却累計額 △ 3,896,805 108,105

ト 放射性同位元素 6,353,142

減価償却累計額 △ 6,181,650 171,492

チ リ ー ス 資 産 2,033,998,329

減価償却累計額 △ 1,076,386,036 957,612,293
円

有形固定資産合計 8,106,941,314

(2) 無 形 固 定 資 産

イ リ ー ス 資 産 44,976,379

ロ その他無形固定資産 107,200

無形固定資産合計 45,083,579

(3) 投資その他の資産

イ 長 期 貸 付 金 71,256,029

貸 倒 引 当 金 △ 49,535,676

ロ 出 資 金 148,000

ハ 長期前払消費税 309,919,415

円
投 資 そ の 他 の

331,787,768
資 産 合 計

円

固 定 資 産 合 計 8,483,812,661

2 流 動 資 産

(1) 現 金 預 金 125,131,333
円

(2) 未 収 金 4,336,895,600

貸 倒 引 当 金 △ 15,924,820 4,320,970,780

(3) 貯 蔵 品 56,922,318

(4) 短 期 貸 付 金 1,200,000

流 動 資 産 合 計 4,504,224,431

資 産 合 計 12,988,037,092

負 債 の 部

3 固 定 負 債

(1) 企 業 債

建 設 改 良 費 等 の 財 源 に
イ 9,020,831,168

充 て る た め の 企 業 債

企 業 債 合 計 9,020,831,168

(2) リ ー ス 債 務 728,829,395

(3) 引 当 金

イ 退職給付引当金 4,485,862,445

引 当 金 合 計 4,485,862,445

固 定 負 債 合 計 14,235,523,008

4 流 動 負 債

(1) 一 時 借 入 金 180,000,000

(2) 企 業 債

建 設 改 良 費 等 の 財 源 に
イ 1,360,600,037

充 て る た め の 企 業 債

企 業 債 合 計 1,360,600,037

(3) リ ー ス 債 務 302,770,835

(4) 未 払 金 1,426,859,701

(5) 前 受 金 24,248,000

(6) 引 当 金

イ 賞 与 引 当 金 465,206,240
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円

ロ 法定福利費引当金 90,564,881
円

引 当 金 合 計 555,771,121

(7) その他流動負債 65,813,794
円

流 動 負 債 合 計 3,916,063,488

5 繰 延 収 益

長 期 前 受 金 11,854,106,953

収 益 化 累 計 額 △10,823,954,880

繰 延 収 益 合 計 1,030,152,073

負 債 合 計 19,181,738,569

資 本 の 部

6 資 本 金 2,799,167,981

7 剰 余 金

(1) 資 本 剰 余 金

イ 受贈財産評価額 28,844,594

ロ 他 会 計 負 担 金 596,373,980

資 本 剰 余 金 合 計 625,218,574

(2) 欠 損 金

イ 当年度未処理欠損金 9,618,088,032

欠 損 金 合 計 9,618,088,032

剰 余 金 合 計 △ 8,992,869,458

資 本 合 計 △ 6,193,701,477

負 債 資 本 合 計 12,988,037,092

令和３(2021)年度函館市病院事業キャッシュ・フロー計算書

（単位：円）

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益

減価償却費

固定資産除却費

長期前払消費税償却

修学資金貸付金貸倒引当金繰入額

資格取得資金貸付金貸倒引当金繰入額

貸倒引当金の増減額（△は減少） △ 1,749,954

退職給付引当金の増減額（△は減少）

賞与引当金の増減額（△は減少） △ 32,712,246

法定福利費引当金の増減額（△は減少） △ 4,385,448

長期前受金戻入額 △ 850,532,006

支払利息

未収金の増減額（△は増加） △ 135,210,853

未払金の増減額（△は減少）

たな卸資産の増減額（△は増加） △ 12,284,355

前受金の増減額（△は減少）

　　 小計

利息の支払額 △ 238,480,267

未払消費税等の増減額

その他の増減

業務活動によるキャッシュ・フロー

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 76,831,084

長期貸付金の貸付による支出 △ 35,506,660

長期貸付金の返還による収入

国庫補助金等による収入

一般会計又は他の特別会計からの繰入金による収入

投資活動によるキャッシュ・フロー

３　財務活動によるキャッシュ・フロー

一時借入れによる収入

一時借入金の返済による支出 △ 3,700,000,000

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 1,335,545,018

リース債務の返済による支出 △ 305,500,066

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 5,161,045,084

　　資金増加額（又は減少額） △ 18,306,424

　　資金期首残高

　　資金期末残高

（令和3年4月1日から令和 年3月31日まで）
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円

ロ 法定福利費引当金 90,564,881
円

引 当 金 合 計 555,771,121

(7) その他流動負債 65,813,794
円

流 動 負 債 合 計 3,916,063,488

5 繰 延 収 益

長 期 前 受 金 11,854,106,953

収 益 化 累 計 額 △10,823,954,880

繰 延 収 益 合 計 1,030,152,073

負 債 合 計 19,181,738,569

資 本 の 部

6 資 本 金 2,799,167,981

7 剰 余 金

(1) 資 本 剰 余 金

イ 受贈財産評価額 28,844,594

ロ 他 会 計 負 担 金 596,373,980

資 本 剰 余 金 合 計 625,218,574

(2) 欠 損 金

イ 当年度未処理欠損金 9,618,088,032

欠 損 金 合 計 9,618,088,032

剰 余 金 合 計 △ 8,992,869,458

資 本 合 計 △ 6,193,701,477

負 債 資 本 合 計 12,988,037,092

令和３(2021)年度函館市病院事業キャッシュ・フロー計算書

（単位：円）

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益

減価償却費

固定資産除却費

長期前払消費税償却

修学資金貸付金貸倒引当金繰入額

資格取得資金貸付金貸倒引当金繰入額

貸倒引当金の増減額（△は減少） △ 1,749,954

退職給付引当金の増減額（△は減少）

賞与引当金の増減額（△は減少） △ 32,712,246

法定福利費引当金の増減額（△は減少） △ 4,385,448

長期前受金戻入額 △ 850,532,006

支払利息

未収金の増減額（△は増加） △ 135,210,853

未払金の増減額（△は減少）

たな卸資産の増減額（△は増加） △ 12,284,355

前受金の増減額（△は減少）

　　 小計

利息の支払額 △ 238,480,267

未払消費税等の増減額

その他の増減

業務活動によるキャッシュ・フロー

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 76,831,084

長期貸付金の貸付による支出 △ 35,506,660

長期貸付金の返還による収入

国庫補助金等による収入

一般会計又は他の特別会計からの繰入金による収入

投資活動によるキャッシュ・フロー

３　財務活動によるキャッシュ・フロー

一時借入れによる収入

一時借入金の返済による支出 △ 3,700,000,000

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 1,335,545,018

リース債務の返済による支出 △ 305,500,066

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 5,161,045,084

　　資金増加額（又は減少額） △ 18,306,424

　　資金期首残高

　　資金期末残高

（令和3年4月1日から令和 年3月31日まで）
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Ⅰ 重要な会計方針に係る事項に関する注記

　資産の評価基準および評価方法

 貯蔵品　　先入先出法に基づく原価法によっている。

　固定資産の減価償却の方法

 有形固定資産（リース資産を除く）

 　減価償却の方法　  定額法によっている。

 　主な耐用年数　　　建物　　        ６～47年

 　　　　　　　　　　構築物　        ６～35年

 　　　　　　　　　　医療用器械備品　３～20年

 無形固定資産（リース資産を除く）

 　減価償却の方法　  定額法によっている。

 　主な耐用年数　　　その他無形固定資産　５年

 リース資産

 　減価償却の方法　  所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産については自己

 　　　　　　　　　  所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっている。所

 　　　　　　　　　  有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産についてはリー

 　　　　　　　　　  ス期間を耐用年数とし，残存価額を零とする定額法によっている。

　引当金の計上方法

 貸倒引当金

　  債権の不納欠損および償還の免除による損失に備えるため，一般債権については貸倒実績率に

より，貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し，回収不能見込額を計上

している。なお，貸倒実績率については，不納欠損処理していない債権のうち，3年経過した債

権を貸倒処理額とみなして算出している。

 退職給付引当金

　  職員の退職手当の支給に備えるため，当年度における退職手当の期末要支給額に相当する金額

を計上している（なお，一般会計が負担すると見込まれる高等看護学院分を除く）。

 賞与引当金および法定福利費引当金

　  職員の期末・勤勉手当の支給およびこれに係る法定福利費の支出に備えるため，当年度末にお

ける支給（支出）見込額に基づき，当年度の負担に属する額（12月から3月までの4か月分）を計

上している（なお，一般会計が負担すると見込まれる高等看護学院分を除く）。

　その他会計に関する書類の作成のための基本となる重要な事項

 消費税等の会計処理

 消費税及び地方消費税の会計処理は，税抜き方式によっている。なお，控除対象外消費税等に

ついては，当年度の費用として処理している。ただし，固定資産（リース資産を除く）に係る控

除対象外消費税等については，長期前払消費税勘定をもって固定資産に整理し，20事業年度で均

等額を償却している。

Ⅱ キャッシュ・フロー計算書に関する注記

　重要な非資金取引

個個　　別別　　注注　　記記　　表表  当年度，新たに計上したファイナンス・リース取引に係る資産および負債の額は，それぞれ

  320,484,059円である。

Ⅲ 貸借対照表に関する注記

　企業債の償還に係る他会計の負担

　 　貸借対照表に計上されている企業債（当該事業年度の末日の翌日から起算して1年以内に償還予

定のものも含む）のうち，一般会計が負担すると見込まれる額は，6,982,835,145円である。

Ⅳ セグメント情報に関する注記

　報告セグメントの概要

　病院事業会計は，市立函館病院，市立函館恵山病院，市立函館南茅部病院および市立函館病院高

等看護学院を運営しており，各病院および高等看護学院で運営方針等を決定していることから，こ

の４つを報告セグメントとしている。

　なお，各報告セグメントに属する事業の内容は以下のとおりである。

市立函館病院（函館市港町1丁目10番1号，病床数648床）の運営業務

市立函館恵山病院（函館市日ノ浜町15番地1，病床数60床）の運営業務

市立函館南茅部病院（函館市安浦町92番地，病床数59床）の運営業務

市立函館病院高等看護学院(函館市港町1丁目5番15号,定員210人)の運営業務

　報告セグメントごとの医業収益等

（単位：円）

医業収益

医業費用

医業損益

経常損益

セグメント資産

セグメント負債

その他の項目

　　減価償却費

　　特別利益

　　特別損失

事 業 区 分 事　業　の　内　容

函 館 病 院

恵 山 病 院

南 茅 部 病 院

高等看護学院

　令和3年度（令和3年4月1日から令和4年3月31日まで）

函館病院 恵山病院 南茅部病院 高等看護学院 合計

△ 36,556,758 △ 178,563,070 △ 217,203,074 △ 432,322,902

△ 11,270,191

　　他会計繰入金
　　（収益的収入）

　　有形固定資産および
　　無形固定資産の増加額

△ 95,885,858 △ 26,524,475 △ 11,878,313 △ 131,594,603
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Ⅰ 重要な会計方針に係る事項に関する注記

　資産の評価基準および評価方法

 貯蔵品　　先入先出法に基づく原価法によっている。

　固定資産の減価償却の方法

 有形固定資産（リース資産を除く）

 　減価償却の方法　  定額法によっている。

 　主な耐用年数　　　建物　　        ６～47年

 　　　　　　　　　　構築物　        ６～35年

 　　　　　　　　　　医療用器械備品　３～20年

 無形固定資産（リース資産を除く）

 　減価償却の方法　  定額法によっている。

 　主な耐用年数　　　その他無形固定資産　５年

 リース資産

 　減価償却の方法　  所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産については自己

 　　　　　　　　　  所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっている。所

 　　　　　　　　　  有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産についてはリー

 　　　　　　　　　  ス期間を耐用年数とし，残存価額を零とする定額法によっている。

　引当金の計上方法

 貸倒引当金

　  債権の不納欠損および償還の免除による損失に備えるため，一般債権については貸倒実績率に

より，貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し，回収不能見込額を計上

している。なお，貸倒実績率については，不納欠損処理していない債権のうち，3年経過した債

権を貸倒処理額とみなして算出している。

 退職給付引当金

　  職員の退職手当の支給に備えるため，当年度における退職手当の期末要支給額に相当する金額

を計上している（なお，一般会計が負担すると見込まれる高等看護学院分を除く）。

 賞与引当金および法定福利費引当金

　  職員の期末・勤勉手当の支給およびこれに係る法定福利費の支出に備えるため，当年度末にお

ける支給（支出）見込額に基づき，当年度の負担に属する額（12月から3月までの4か月分）を計

上している（なお，一般会計が負担すると見込まれる高等看護学院分を除く）。

　その他会計に関する書類の作成のための基本となる重要な事項

 消費税等の会計処理

 消費税及び地方消費税の会計処理は，税抜き方式によっている。なお，控除対象外消費税等に

ついては，当年度の費用として処理している。ただし，固定資産（リース資産を除く）に係る控

除対象外消費税等については，長期前払消費税勘定をもって固定資産に整理し，20事業年度で均

等額を償却している。

Ⅱ キャッシュ・フロー計算書に関する注記

　重要な非資金取引

個個　　別別　　注注　　記記　　表表  当年度，新たに計上したファイナンス・リース取引に係る資産および負債の額は，それぞれ

  320,484,059円である。

Ⅲ 貸借対照表に関する注記

　企業債の償還に係る他会計の負担

　 　貸借対照表に計上されている企業債（当該事業年度の末日の翌日から起算して1年以内に償還予

定のものも含む）のうち，一般会計が負担すると見込まれる額は，6,982,835,145円である。

Ⅳ セグメント情報に関する注記

　報告セグメントの概要

　病院事業会計は，市立函館病院，市立函館恵山病院，市立函館南茅部病院および市立函館病院高

等看護学院を運営しており，各病院および高等看護学院で運営方針等を決定していることから，こ

の４つを報告セグメントとしている。

　なお，各報告セグメントに属する事業の内容は以下のとおりである。

市立函館病院（函館市港町1丁目10番1号，病床数648床）の運営業務

市立函館恵山病院（函館市日ノ浜町15番地1，病床数60床）の運営業務

市立函館南茅部病院（函館市安浦町92番地，病床数59床）の運営業務

市立函館病院高等看護学院(函館市港町1丁目5番15号,定員210人)の運営業務

　報告セグメントごとの医業収益等

（単位：円）

医業収益

医業費用

医業損益

経常損益

セグメント資産

セグメント負債

その他の項目

　　減価償却費

　　特別利益

　　特別損失

事 業 区 分 事　業　の　内　容

函 館 病 院

恵 山 病 院

南 茅 部 病 院

高等看護学院

　令和3年度（令和3年4月1日から令和4年3月31日まで）

函館病院 恵山病院 南茅部病院 高等看護学院 合計

△ 36,556,758 △ 178,563,070 △ 217,203,074 △ 432,322,902

△ 11,270,191

　　他会計繰入金
　　（収益的収入）

　　有形固定資産および
　　無形固定資産の増加額

△ 95,885,858 △ 26,524,475 △ 11,878,313 △ 131,594,603
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Ⅴ リース契約により使用する固定資産に関する注記

　オペレーティング・リース取引に係る未経過リース料相当額

　　１年以内　  2,360,676円

　　１年超　　  5,496,440円

　長期継続契約に係るリース債務

  通常の売買取引の方法に準じた会計処理を行ったリース取引に係るリース債務のうち，地方自治

法第234条の3に基づく長期継続契約に係るものは下記の金額である。

　　リース債務（流動負債）　 302,770,835円

　　リース債務（固定負債）　 728,829,395円

Ⅵ その他の注記

　貸倒引当金の目的使用による取崩しについて

 修学資金貸付金に係る貸倒引当金

　  当年度において，償還の免除による損失34,800,000円を処理するため，貸倒引当金34,800,000

円を使用した。

 資格取得資金貸付金に係る貸倒引当金

　  当年度において，償還の免除による損失1,661,166円を処理するため，貸倒引当金1,661,166円

を使用した。

 未収金に係る貸倒引当金

　  当年度において,債権の不納欠損による損失1,536,920円を処理するため,貸倒引当金1,536,920

円を使用した。

　退職給付引当金の目的使用による取崩しについて

　 　当年度において，退職手当として340,135,617円を支給するため，退職給付引当金340,135,617円

を使用した。

　賞与引当金および法定福利費引当金の目的使用による取崩しについて

　 　当年度において，期末・勤勉手当の支給およびこれに係る法定福利費の支出のうち，前年度の負

担に属する額（12月から3月までの4か月分）として592,868,815円を支給（支出）するため，賞与

引当金および法定福利費引当金592,868,815円を使用した。

1 　概　　　　況

総　括　事　項

令和３年度の患者数は，入院患者数が延 187,315人（一日平均 513.2人）前年比 2.3％増，外来患者

数が延 291,369人（一日平均 1,204.0人）前年比 1.9％増となった。

　

期もあったが，患者数の増加により医業収益が増加した。また，新型コロナウイルス感染症関連の補助

金により医業外収益が大幅に増加したことから，前年度に比べ2,165,660,964円の収入増（9.1％増）と

なり，総額25,845,929,591円となった。

事業費用については，医業収益の増に伴う材料費の増加等により，前年度に比べ728,157,466円の支

出増（3.5％増）となり，総額21,733,063,353円となった。

この結果,当年度の収支は前年度に比べ1,437,503,498円増加し，4,112,866,238円の純利益を生じた｡

また，前年度1,312,957,252円あった地方公共団体の財政の健全化に関する法律における資金の不足

額も解消された。

建設改良事業については，新型コロナウイルス感染症重点医療機関等に対する補助金等を活用し，デ

ジタルＸ線透視撮影システムや透析用監視装置等の整備を行った。 　

なお，市立函館病院においては，この地域での新型コロナウイルス感染症の発生（令和2年2月）以降

実人数で448人の患者の受入れを行っている。 　

経営指標に関する事項

公立病院が，地域の医療提供体制の中で，適切に役割・機能を果たし良質な医療を提供していくた

めには，役割として担っている政策医療等に対する一般会計からの繰出が行われれば「経常黒字（経

常収支比率が100％以上）」となる水準を達成する必要があり，また，その達成に向けて，修正医業

収支比率（他会計負担金を除いた医業収支比率）の改善に向けた取り組みも必要となる。

　令和３年度決算における病院事業会計の経営成績について，経営の健全性を示す経常収支比率は，令和３年度決算における病院事業会計の経営成績について，経営の健全性を示す経常収支比率は，

前年度に比べ6.7ポイント増の116.2％，修正医業収支比率は前年度に比べ0.4ポイント増の95.6％と

一方，施設の活用度合いを示す病床利用率は，前年度に比べ1.5ポイント増の66.9％となっている。

なお，増減の要因となった個々の病院ごとの比率は，下表のとおりとなっている。

イ　函館病院

事業収益については，新型コロナウイルス感染症の影響により市立函館病院では入院制限を行った時

なった。

令和2年度 令和3年度

病 床 利 用 率

令令和和３３((22002211))年年度度函函館館市市病病院院事事業業報報告告書書

平成29年度 平成30年度

経 常 収 支 比 率

修 正 医 業 収 支 比 率

令和元年度
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Ⅴ リース契約により使用する固定資産に関する注記

　オペレーティング・リース取引に係る未経過リース料相当額

　　１年以内　  2,360,676円

　　１年超　　  5,496,440円

　長期継続契約に係るリース債務

  通常の売買取引の方法に準じた会計処理を行ったリース取引に係るリース債務のうち，地方自治

法第234条の3に基づく長期継続契約に係るものは下記の金額である。

　　リース債務（流動負債）　 302,770,835円

　　リース債務（固定負債）　 728,829,395円

Ⅵ その他の注記

　貸倒引当金の目的使用による取崩しについて

 修学資金貸付金に係る貸倒引当金

　  当年度において，償還の免除による損失34,800,000円を処理するため，貸倒引当金34,800,000

円を使用した。

 資格取得資金貸付金に係る貸倒引当金

　  当年度において，償還の免除による損失1,661,166円を処理するため，貸倒引当金1,661,166円

を使用した。

 未収金に係る貸倒引当金

　  当年度において,債権の不納欠損による損失1,536,920円を処理するため,貸倒引当金1,536,920

円を使用した。

　退職給付引当金の目的使用による取崩しについて

　 　当年度において，退職手当として340,135,617円を支給するため，退職給付引当金340,135,617円

を使用した。

　賞与引当金および法定福利費引当金の目的使用による取崩しについて

　 　当年度において，期末・勤勉手当の支給およびこれに係る法定福利費の支出のうち，前年度の負

担に属する額（12月から3月までの4か月分）として592,868,815円を支給（支出）するため，賞与

引当金および法定福利費引当金592,868,815円を使用した。

1 　概　　　　況

総　括　事　項

令和３年度の患者数は，入院患者数が延 187,315人（一日平均 513.2人）前年比 2.3％増，外来患者

数が延 291,369人（一日平均 1,204.0人）前年比 1.9％増となった。

　

期もあったが，患者数の増加により医業収益が増加した。また，新型コロナウイルス感染症関連の補助

金により医業外収益が大幅に増加したことから，前年度に比べ2,165,660,964円の収入増（9.1％増）と

なり，総額25,845,929,591円となった。

事業費用については，医業収益の増に伴う材料費の増加等により，前年度に比べ728,157,466円の支

出増（3.5％増）となり，総額21,733,063,353円となった。

この結果,当年度の収支は前年度に比べ1,437,503,498円増加し，4,112,866,238円の純利益を生じた｡

また，前年度1,312,957,252円あった地方公共団体の財政の健全化に関する法律における資金の不足

額も解消された。

建設改良事業については，新型コロナウイルス感染症重点医療機関等に対する補助金等を活用し，デ

ジタルＸ線透視撮影システムや透析用監視装置等の整備を行った。 　

なお，市立函館病院においては，この地域での新型コロナウイルス感染症の発生（令和2年2月）以降

実人数で448人の患者の受入れを行っている。 　

経営指標に関する事項

公立病院が，地域の医療提供体制の中で，適切に役割・機能を果たし良質な医療を提供していくた

めには，役割として担っている政策医療等に対する一般会計からの繰出が行われれば「経常黒字（経

常収支比率が100％以上）」となる水準を達成する必要があり，また，その達成に向けて，修正医業

収支比率（他会計負担金を除いた医業収支比率）の改善に向けた取り組みも必要となる。

　令和３年度決算における病院事業会計の経営成績について，経営の健全性を示す経常収支比率は，令和３年度決算における病院事業会計の経営成績について，経営の健全性を示す経常収支比率は，

前年度に比べ6.7ポイント増の116.2％，修正医業収支比率は前年度に比べ0.4ポイント増の95.6％と

一方，施設の活用度合いを示す病床利用率は，前年度に比べ1.5ポイント増の66.9％となっている。

なお，増減の要因となった個々の病院ごとの比率は，下表のとおりとなっている。

イ　函館病院

事業収益については，新型コロナウイルス感染症の影響により市立函館病院では入院制限を行った時

なった。

令和2年度 令和3年度

病 床 利 用 率

令令和和３３((22002211))年年度度函函館館市市病病院院事事業業報報告告書書

平成29年度 平成30年度

経 常 収 支 比 率

修 正 医 業 収 支 比 率

令和元年度
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ロ　恵山病院

ハ　南茅部病院

ニ　合計

令和3 （2021）年度函館市病院事業会計補正予算（第 号）

行政官庁認可事項

該当事項なし

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度平成29年度

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

経 常 収 支 比 率

議　決　年　月　日

令和4 （2022）年度函館市病院事業会計予算

令和3 （2021）年度函館市病院事業会計補正予算（第 号）

令和3 （2021）年度函館市病院事業会計補正予算（第 号）
令和 年

令和2 （2020）年度函館市病院事業会計決算

函館市職員定数条例の一部改正について

経 常 収 支 比 率

修 正 医 業 収 支 比 率

病 床 利 用 率

議会議決事項

件　　　　　　　　　　　　　　　　名

経 常 収 支 比 率

修 正 医 業 収 支 比 率

病 床 利 用 率

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

病 床 利 用 率

修 正 医 業 収 支 比 率

月 日

  (3)　行政官庁認可事項(5)　職員に関する事項

人 人 人

院 長

副 院 長

医 療 部 長

副医療部長

主 任 医 長

医 長

医 員

管 理 部 長
看 護 局 長
管理部次長
リハビリ技術部長

副看護局長
薬 剤 部 長
事 務 局 長
技 術 科 長
技 師 長
副 室 長
看 護 科 長
薬 剤 科 長
薬物療法科長

課 長
参事（ 級
教 務 課 長
事 務 長
看 護 師 長
副看護師長
係 長
主 査

主 任

主 任 主 事
主 任 技 師
主 事
技 師

計

備 考

人 人 人 人 人 人

局 長
人 人

院　長
副院長

医　局 看護局 薬剤部 事務局

（令和4年 月31日現在）

区　　 分 局　長 管理部

函　　館　　病　　院

計
恵 山

病 院

南茅部

病 院

函館病院
高等看護
学 院
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ロ　恵山病院

ハ　南茅部病院

ニ　合計

令和3 （2021）年度函館市病院事業会計補正予算（第 号）

行政官庁認可事項

該当事項なし

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度平成29年度

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

経 常 収 支 比 率

議　決　年　月　日

令和4 （2022）年度函館市病院事業会計予算

令和3 （2021）年度函館市病院事業会計補正予算（第 号）

令和3 （2021）年度函館市病院事業会計補正予算（第 号）
令和 年

令和2 （2020）年度函館市病院事業会計決算

函館市職員定数条例の一部改正について

経 常 収 支 比 率

修 正 医 業 収 支 比 率

病 床 利 用 率

議会議決事項

件　　　　　　　　　　　　　　　　名

経 常 収 支 比 率

修 正 医 業 収 支 比 率

病 床 利 用 率

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

病 床 利 用 率

修 正 医 業 収 支 比 率

月 日

  (3)　行政官庁認可事項(5)　職員に関する事項

人 人 人

院 長

副 院 長

医 療 部 長

副医療部長

主 任 医 長

医 長

医 員

管 理 部 長
看 護 局 長
管理部次長
リハビリ技術部長

副看護局長
薬 剤 部 長
事 務 局 長
技 術 科 長
技 師 長
副 室 長
看 護 科 長
薬 剤 科 長
薬物療法科長

課 長
参事（ 級
教 務 課 長
事 務 長
看 護 師 長
副看護師長
係 長
主 査

主 任

主 任 主 事
主 任 技 師
主 事
技 師

計

備 考

人 人 人 人 人 人

局 長
人 人

院　長
副院長

医　局 看護局 薬剤部 事務局

（令和4年 月31日現在）

区　　 分 局　長 管理部

函　　館　　病　　院

計
恵 山

病 院

南茅部

病 院

函館病院
高等看護
学 院
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料金その他供給条件の設定，変更に関する事項

イ　診療報酬の算定方法（平成20年厚生労働省告示第59号）に基づく使用薬剤の薬価（薬価基準）

（平成20年厚生労働省告示第60号）の一部改定等。

2 　工　　　　事

建設改良の概況

イ　医療用器械備品

①  補助金による購入器械備品

  1式外　13点 　　　

②　自己資金による購入器械備品

ローポジション電動診察台   1式外 　2点 　　　

ロ　その他器械備品

①　自己資金による購入器械備品

洗髪車   1式外 　2点 　　　

3　業　　　　務

業　 務　 量

延病床数 床

病床利用率 ％

診療日数 日

診療日数 日

延病床数 床

病床利用率 ％

診療日数 日

診療日数 日

延病床数 床

病床利用率 ％

診療日数 日

診療日数 日

令和 年 月 日改定

備　　考実　　績

一日平均患者数

年 間 患 者 数

（人）

入
院

函
館
病
院

病 床 数（床）

年 間 患 者 数

（人）

（人）

（人）

入
院

区　　　　　　分 事業計画

（床）

外
来

一日平均患者数

一日平均患者数（人）

年 間 患 者 数

（人）

一日平均患者数

（人）

（人）

（人）

（人）

（床）

病 床 数

病 床 数

年 間 患 者 数

（人）

（人）

恵
山
病
院

南
茅
部
病
院

一日平均患者数

年 間 患 者 数入
院

一日平均患者数

年 間 患 者 数

デジタルＸ線透視撮影システム

外
来

外
来

(2) 事業収入に関する事項

(3) 事業費に関する事項

4　会　　　　計

(1) 重要契約の要旨

年 月 円

． ．

備　　　考

備　　　考

令和 日

比　　　　　　　率

費用総額に対し

比　　　　　　　率

％

収益総額に対し予 算 に 対 し

金　　　額
予 算 に 対 し

高等看護学院収益

％％

科　　　　目 金　　　額

病 院 事 業 費 用

医 業 収 益

医 業 費 用

医 業 外 収 益

病 院 事 業 収 益
円

％

特 別 利 益

科　　　　目

円

高等看護学院費用

契 約 年 月 日 契　約　金　額 契　 約　 の　 内　 容 契　　　約　　　先

デ ジ タ ル Ｘ 線
透 視 撮 影 シ ス テ ム

１式 株式会社 常光函館支店

特 別 損 失

医 業 外 費 用
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料金その他供給条件の設定，変更に関する事項

イ　診療報酬の算定方法（平成20年厚生労働省告示第59号）に基づく使用薬剤の薬価（薬価基準）

（平成20年厚生労働省告示第60号）の一部改定等。

2 　工　　　　事

建設改良の概況

イ　医療用器械備品

①  補助金による購入器械備品

  1式外　13点 　　　

②　自己資金による購入器械備品

ローポジション電動診察台   1式外 　2点 　　　

ロ　その他器械備品

①　自己資金による購入器械備品

洗髪車   1式外 　2点 　　　

3　業　　　　務

業　 務　 量

延病床数 床

病床利用率 ％

診療日数 日

診療日数 日

延病床数 床

病床利用率 ％

診療日数 日

診療日数 日

延病床数 床

病床利用率 ％

診療日数 日

診療日数 日

令和 年 月 日改定

備　　考実　　績

一日平均患者数

年 間 患 者 数

（人）

入
院

函
館
病
院

病 床 数（床）

年 間 患 者 数

（人）

（人）

（人）

入
院

区　　　　　　分 事業計画

（床）

外
来

一日平均患者数

一日平均患者数（人）

年 間 患 者 数

（人）

一日平均患者数

（人）

（人）

（人）

（人）

（床）

病 床 数

病 床 数

年 間 患 者 数

（人）

（人）

恵
山
病
院

南
茅
部
病
院

一日平均患者数

年 間 患 者 数入
院

一日平均患者数

年 間 患 者 数

デジタルＸ線透視撮影システム

外
来

外
来

(2) 事業収入に関する事項

(3) 事業費に関する事項

4　会　　　　計

(1) 重要契約の要旨

年 月 円

． ．

備　　　考

備　　　考

令和 日

比　　　　　　　率

費用総額に対し

比　　　　　　　率

％

収益総額に対し予 算 に 対 し

金　　　額
予 算 に 対 し

高等看護学院収益

％％

科　　　　目 金　　　額

病 院 事 業 費 用

医 業 収 益

医 業 費 用

医 業 外 収 益

病 院 事 業 収 益
円

％

特 別 利 益

科　　　　目

円

高等看護学院費用

契 約 年 月 日 契　約　金　額 契　 約　 の　 内　 容 契　　　約　　　先

デ ジ タ ル Ｘ 線
透 視 撮 影 シ ス テ ム

１式 株式会社 常光函館支店

特 別 損 失

医 業 外 費 用
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(2) 企業債及び一時借入金の概況

　イ　企　　業　　債

　　　　建設改良費等の財源に充てるための企業債

借　　　　入 償　　　　還

円 円 円 円

財 務 省

地 方 公 共 団 体
金 融 機 構

計

借 入 先 備　　考

当　年　度　増　減　額

年度当初現在高 年度末現在高

　ロ　一 時 借 入 金

　　　　一 時 借 入 金

借 入 年 月 日 返 済 年 月 日 借  入　先

円 令和 年 月 日 令和 年 月 日  年　　％
北 洋 銀 行

水 道 事 業 会 計

公共下水道事業会計 　〃

水 道 事 業 会 計

公共下水道事業会計

水 道 事 業 会 計

公共下水道事業会計 　〃

水 道 事 業 会 計

〃

公共下水道事業会計 　〃

水 道 事 業 会 計

〃

公共下水道事業会計 　〃

水 道 事 業 会 計

〃 　〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃 　〃

〃 　〃

〃

〃

北 海 道 銀 行

利　率 備　考

年度末現在高　 180,000,000円

借　入　額
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(2) 企業債及び一時借入金の概況

　イ　企　　業　　債

　　　　建設改良費等の財源に充てるための企業債

借　　　　入 償　　　　還

円 円 円 円

財 務 省

地 方 公 共 団 体
金 融 機 構

計

借 入 先 備　　考

当　年　度　増　減　額

年度当初現在高 年度末現在高

　ロ　一 時 借 入 金

　　　　一 時 借 入 金

借 入 年 月 日 返 済 年 月 日 借  入　先

円 令和 年 月 日 令和 年 月 日  年　　％
北 洋 銀 行

水 道 事 業 会 計

公共下水道事業会計 　〃

水 道 事 業 会 計

公共下水道事業会計

水 道 事 業 会 計

公共下水道事業会計 　〃

水 道 事 業 会 計

〃

公共下水道事業会計 　〃

水 道 事 業 会 計

〃

公共下水道事業会計 　〃

水 道 事 業 会 計

〃 　〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃 　〃

〃 　〃

〃

〃

北 海 道 銀 行

利　率 備　考

年度末現在高　 180,000,000円

借　入　額
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5　そ　 の　 他

(1) 他会計負担金等の使途について

　イ　収益的収入

①

②

（特定収入以外）をそれぞれ充当した。

③

充当した。

④

外の仕入れに409,590,554円（特定収入以外）をそれぞれ充当した。

⑤

　　  れ充当した。

⑥

4,454,172円（特定収入以外)をそれぞれ充当した。

　ロ　資本的収入

①

　　  ぞれ充当した。

②

に充当した。

円（特定収入），課税仕入れ以外の仕入れに 円（特定収入以外）をそれ

他会計負担金（医業収益） 円については，救急医療の確保に要する経費として課

税仕入れに 円（特定収入），課税仕入れ以外の仕入れに 円（特定収入

以外）をそれぞれ充当した。

他市町負担金 円については，ドクターヘリの運営に要する経費として課税仕入れに

円（特定収入），課税仕入れ以外の仕入れに 円（特定収入以外）をそれぞれ

補助金 円については，医療器械購入に要する経費として課税仕入れ（特定収入）

他会計補助金（医業外収益） 円については，地方公営企業職員に係る基礎年金拠出

金に係る公的負担に要する経費等として課税仕入れに 円（特定収入），課税仕入れ以

補助金 円については，医師臨床研修等に要する経費として課税仕入れに

その他医業外収益 円のうち救急医療交付金等 円については，救急医療等

に要する経費として課税仕入れに 円（特定収入），課税仕入れ以外の仕入れに

他会計負担金 円については，企業債の償還に要する経費等として課税仕入れに

他会計負担金（医業外収益） 円については，看護師養成施設の運営等に要する経費

として課税仕入れに 円（特定収入 ，課税仕入れ以外の仕入れに 円

円（特定収入 ，課税仕入れ以外の仕入れに 円（特定収入以外）をそれぞ

金　　　　額
函館病院 恵山病院 南茅部病院 合計

円 円 円 円

その他医業収益

他会計補助金

他会計補助金

補 助 金

入 学 検 定 料

医業外収益

他会計負担金

他会計負担金

他市町負担金

他市町負担金

他会計負担金

他会計負担金

高 等 看 護
学 院 収 益

高 等 看 護
学 院 収 益

授 業 料

入 学 料

外 来 収 益

室料差額収益

公 衆 衛 生
活 動 収 益

医療相談収益

受託検査施設
利 用 収 益

その他医業収益

病院事業収益

医 業 収 益

入 院 収 益

入 院 収 益

外 来 収 益

収収　　  益益  　　明明  　　細細  　　書書

款 項 目 節 備　　考
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5　そ　 の　 他

(1) 他会計負担金等の使途について

　イ　収益的収入

①

②

（特定収入以外）をそれぞれ充当した。

③

充当した。

④

外の仕入れに409,590,554円（特定収入以外）をそれぞれ充当した。

⑤

　　  れ充当した。

⑥

4,454,172円（特定収入以外)をそれぞれ充当した。

　ロ　資本的収入

①

　　  ぞれ充当した。

②

に充当した。

円（特定収入），課税仕入れ以外の仕入れに 円（特定収入以外）をそれ

他会計負担金（医業収益） 円については，救急医療の確保に要する経費として課

税仕入れに 円（特定収入），課税仕入れ以外の仕入れに 円（特定収入

以外）をそれぞれ充当した。

他市町負担金 円については，ドクターヘリの運営に要する経費として課税仕入れに

円（特定収入），課税仕入れ以外の仕入れに 円（特定収入以外）をそれぞれ

補助金 円については，医療器械購入に要する経費として課税仕入れ（特定収入）

他会計補助金（医業外収益） 円については，地方公営企業職員に係る基礎年金拠出

金に係る公的負担に要する経費等として課税仕入れに 円（特定収入），課税仕入れ以

補助金 円については，医師臨床研修等に要する経費として課税仕入れに

その他医業外収益 円のうち救急医療交付金等 円については，救急医療等

に要する経費として課税仕入れに 円（特定収入），課税仕入れ以外の仕入れに

他会計負担金 円については，企業債の償還に要する経費等として課税仕入れに

他会計負担金（医業外収益） 円については，看護師養成施設の運営等に要する経費

として課税仕入れに 円（特定収入 ，課税仕入れ以外の仕入れに 円

円（特定収入 ，課税仕入れ以外の仕入れに 円（特定収入以外）をそれぞ

金　　　　額
函館病院 恵山病院 南茅部病院 合計

円 円 円 円

その他医業収益

他会計補助金

他会計補助金

補 助 金

入 学 検 定 料

医業外収益

他会計負担金

他会計負担金

他市町負担金

他市町負担金

他会計負担金

他会計負担金

高 等 看 護
学 院 収 益

高 等 看 護
学 院 収 益

授 業 料

入 学 料

外 来 収 益

室料差額収益

公 衆 衛 生
活 動 収 益

医療相談収益

受託検査施設
利 用 収 益

その他医業収益

病院事業収益

医 業 収 益

入 院 収 益

入 院 収 益

外 来 収 益

収収　　  益益  　　明明  　　細細  　　書書

款 項 目 節 備　　考
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金　　　　額
函館病院 恵山病院 南茅部病院 合計

円 円 円 円

ド ク ターヘ リ導入
促進事業費補助金

重症者対応体制
確保事業費補助金

新人看護職員臨床
実践能力向上研修
支援事業費補助金

感染疑い患者受入
医療機関設備整備
等事業費補助金

イ ン フ ル エ ン ザ
流 行 期 に お け る
発熱外来診療体制
確保支援補助金

看護職員等処遇
改善事業費補助金

地方・地域センター
機 能 強 化 事 業
補 助 金

救 急 勤 務 医 ・
産 科 医 等 確 保
支援事業費補助金

感染症病床確保
促進事業費補助金

感染症医療提供
体制整備事業費
補助金（新型コロナ
ウ イ ル ス 感 染 症
患者等入院医療
機関設備整備事業）

新型コロナウイルス
感染症医療従事者
宿 泊 支 援 事 業
補 助 金

新型コロナウイルス
ワクチン個別接種
促進事業支援金

地域周産期母子
医療センター運営
事 業 費 補 助 金

救 急 患 者 退 院
コーディネーター
事 業 補 助 金

備　　考

医療施設運営費等
補 助 金

新型コロナウイルス
感染症患者等入院
受入医療機関緊急
支援事業補助金

新型コロナウイルス
感染症感染拡大
防 止 継 続 支 援
補 助 金

医 師 臨 床 研 修
事業費等補助金

医 療 提 供 体 制
設備整備交付金

款 項 目 節
金　　　　額

函館病院 恵山病院 南茅部病院 合計
円 円 円 円

その他特別利益

患者外給食収益

特 別 利 益

収 益 合 計

そ の 他
医 業 外 収 益

患者外給食収益

過 年 度 損 益
修 正 益

過 年 度 損 益
修 正 益

長期前受金戻入

貸 倒 引 当 金
戻 入 益

長期前受金戻入

がん診療連携拠点
病院等機能強化
事 業 費 補 助 金

引当金戻入益

引当金戻入益

長期前受金戻入

長期前受金戻入

そ の 他
医 業 外 収 益

雑 収 益

款 項 目 節 備　　考

二 次 輪 番 病 院
運 営 費 補 助 金
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金　　　　額
函館病院 恵山病院 南茅部病院 合計

円 円 円 円

ド ク ターヘ リ導入
促進事業費補助金

重症者対応体制
確保事業費補助金

新人看護職員臨床
実践能力向上研修
支援事業費補助金

感染疑い患者受入
医療機関設備整備
等事業費補助金

イ ン フ ル エ ン ザ
流 行 期 に お け る
発熱外来診療体制
確保支援補助金

看護職員等処遇
改善事業費補助金

地方・地域センター
機 能 強 化 事 業
補 助 金

救 急 勤 務 医 ・
産 科 医 等 確 保
支援事業費補助金

感染症病床確保
促進事業費補助金

感染症医療提供
体制整備事業費
補助金（新型コロナ
ウ イ ル ス 感 染 症
患者等入院医療
機関設備整備事業）

新型コロナウイルス
感染症医療従事者
宿 泊 支 援 事 業
補 助 金

新型コロナウイルス
ワクチン個別接種
促進事業支援金

地域周産期母子
医療センター運営
事 業 費 補 助 金

救 急 患 者 退 院
コーディネーター
事 業 補 助 金

備　　考

医療施設運営費等
補 助 金

新型コロナウイルス
感染症患者等入院
受入医療機関緊急
支援事業補助金

新型コロナウイルス
感染症感染拡大
防 止 継 続 支 援
補 助 金

医 師 臨 床 研 修
事業費等補助金

医 療 提 供 体 制
設備整備交付金

款 項 目 節
金　　　　額

函館病院 恵山病院 南茅部病院 合計
円 円 円 円

その他特別利益

患者外給食収益

特 別 利 益

収 益 合 計

そ の 他
医 業 外 収 益

患者外給食収益

過 年 度 損 益
修 正 益

過 年 度 損 益
修 正 益

長期前受金戻入

貸 倒 引 当 金
戻 入 益

長期前受金戻入

がん診療連携拠点
病院等機能強化
事 業 費 補 助 金

引当金戻入益

引当金戻入益

長期前受金戻入

長期前受金戻入

そ の 他
医 業 外 収 益

雑 収 益

款 項 目 節 備　　考

二 次 輪 番 病 院
運 営 費 補 助 金
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金　　　　額
函館病院 恵山病院 南茅部病院 合計

円 円 円 円

予算現額
4,293,442,000円
予算現額
3,456,126,000円
予算現額
538,765,000円

予算現額
1,549,264,000円
予算現額
103,769,000円

予算現額
409,981,000円

予算現額
　　　　710,000円

交 際 費

食 糧 費

印 刷 製 本 費

保 険 料

消 耗 品 費

消 耗 備 品 費

光 熱 水 費

燃 料 費

修 繕 費

患 者 給 食 費

医 療 用
消 耗 備 品 費

経 費

厚 生 福 利 費

報 償 費

旅 費 交 通 費

法 定 福 利 費
引 当 金 繰 入 額

材 料 費

薬 品 費

診 療 材 料 費

退 職 給 付 費

法 定 福 利 費

賞 与 引 当 金
繰 入 額

手 当 等

病院事業費用

医 業 費 用

給 与 費

給 料

費費  　　用用  　　明明  　　細細  　　書書

款 項 目 節 備　　考

金　　　　額
函館病院 恵山病院 南茅部病院 合計

円 円 円 円

旅 費 交 通 費

消 耗 品 費

消 耗 備 品 費

印 刷 製 本 費

光 熱 水 費

修 繕 費

資 産 減 耗 費

固定資産除却費

研 究 研 修 費

研 究 材 料 費

報 償 費

図 書 費

建物減価償却費

構 築 物
減 価 償 却 費

医療用器械備品
減 価 償 却 費

その他器械備品
減 価 償 却 費

無 形 固 定 資 産
減 価 償 却 費

リ ー ス 資 産
減 価 償 却 費

備　　考

賃 借 料

通 信 運 搬 費

委 託 料

諸 会 費

手 数 料

広 告 料

減 価 償 却 費

款 項 目 節

貸 倒 引 当 金
繰 入 額

雑 費

食 糧 費

負 担 金
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金　　　　額
函館病院 恵山病院 南茅部病院 合計

円 円 円 円

予算現額
4,293,442,000円
予算現額
3,456,126,000円
予算現額
538,765,000円

予算現額
1,549,264,000円
予算現額
103,769,000円

予算現額
409,981,000円

予算現額
　　　　710,000円

交 際 費

食 糧 費

印 刷 製 本 費

保 険 料

消 耗 品 費

消 耗 備 品 費

光 熱 水 費

燃 料 費

修 繕 費

患 者 給 食 費

医 療 用
消 耗 備 品 費

経 費

厚 生 福 利 費

報 償 費

旅 費 交 通 費

法 定 福 利 費
引 当 金 繰 入 額

材 料 費

薬 品 費

診 療 材 料 費

退 職 給 付 費

法 定 福 利 費

賞 与 引 当 金
繰 入 額

手 当 等

病院事業費用

医 業 費 用

給 与 費

給 料

費費  　　用用  　　明明  　　細細  　　書書

款 項 目 節 備　　考

金　　　　額
函館病院 恵山病院 南茅部病院 合計

円 円 円 円

旅 費 交 通 費

消 耗 品 費

消 耗 備 品 費

印 刷 製 本 費

光 熱 水 費

修 繕 費

資 産 減 耗 費

固定資産除却費

研 究 研 修 費

研 究 材 料 費

報 償 費

図 書 費

建物減価償却費

構 築 物
減 価 償 却 費

医療用器械備品
減 価 償 却 費

その他器械備品
減 価 償 却 費

無 形 固 定 資 産
減 価 償 却 費

リ ー ス 資 産
減 価 償 却 費

備　　考

賃 借 料

通 信 運 搬 費

委 託 料

諸 会 費

手 数 料

広 告 料

減 価 償 却 費

款 項 目 節

貸 倒 引 当 金
繰 入 額

雑 費

食 糧 費

負 担 金
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金　　　　額
函館病院 恵山病院 南茅部病院 合計

円 円 円 円

予算現額
57,267,228円

予算現額
34,364,739円

予算現額
10,439,000円

予算現額
18,431,000円

予算現額
255,033円

建物減価償却費

保 険 料

賃 借 料

通 信 運 搬 費

委 託 料

諸 会 費

消 耗 品 費

消 耗 備 品 費

光 熱 水 費

燃 料 費

印 刷 製 本 費

修 繕 費

旅 費 交 通 費

退 職 給 付 費

経 費

厚 生 福 利 費

法 定 福 利 費

報 償 費

報 酬

手 当 等

高 等 看 護
学 院 費 用

給 与 費

給 料

款 項 目 節 備　　考

賃 借 料

手 数 料

研 究 雑 費

負 担 金

手 数 料

減 価 償 却 費

金　　　　額
函館病院 恵山病院 南茅部病院 合計

円 円 円 円

雑 損 失

雑 損 失

特 別 損 失

過 年 度 損 益
修 正 損

長 期 前 払
消 費 税 償 却

費 用 合 計

リ ー ス 利 息

一時借入金利息

患 者 外 給 食
材 料 費

過 年 度 損 益
修 正 損

患 者 外 給 食
材 料 費

貸 倒 引 当 金
医業外繰入額

修学資金貸付金
貸倒引当金繰入額

資格取得資金貸付金
貸倒引当 金繰 入額

長 期 前 払
消 費 税 償 却

研 究 雑 費

医 業 外 費 用

支払利息及び
企業債取扱諸費

企 業 債 利 息

リ ー ス 資 産
減 価 償 却 費

研 究 研 修 費

図 書 費

款 項 目 節 備　　考

構 築 物
減 価 償 却 費

その他器械備品
減 価 償 却 費
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金　　　　額
函館病院 恵山病院 南茅部病院 合計

円 円 円 円

予算現額
57,267,228円

予算現額
34,364,739円

予算現額
10,439,000円

予算現額
18,431,000円

予算現額
255,033円

建物減価償却費

保 険 料

賃 借 料

通 信 運 搬 費

委 託 料

諸 会 費

消 耗 品 費

消 耗 備 品 費

光 熱 水 費

燃 料 費

印 刷 製 本 費

修 繕 費

旅 費 交 通 費

退 職 給 付 費

経 費

厚 生 福 利 費

法 定 福 利 費

報 償 費

報 酬

手 当 等

高 等 看 護
学 院 費 用

給 与 費

給 料

款 項 目 節 備　　考

賃 借 料

手 数 料

研 究 雑 費

負 担 金

手 数 料

減 価 償 却 費

金　　　　額
函館病院 恵山病院 南茅部病院 合計

円 円 円 円

雑 損 失

雑 損 失

特 別 損 失

過 年 度 損 益
修 正 損

長 期 前 払
消 費 税 償 却

費 用 合 計

リ ー ス 利 息

一時借入金利息

患 者 外 給 食
材 料 費

過 年 度 損 益
修 正 損

患 者 外 給 食
材 料 費

貸 倒 引 当 金
医業外繰入額

修学資金貸付金
貸倒引当金繰入額

資格取得資金貸付金
貸倒引当 金繰 入額

長 期 前 払
消 費 税 償 却

研 究 雑 費

医 業 外 費 用

支払利息及び
企業債取扱諸費

企 業 債 利 息

リ ー ス 資 産
減 価 償 却 費

研 究 研 修 費

図 書 費

款 項 目 節 備　　考

構 築 物
減 価 償 却 費

その他器械備品
減 価 償 却 費
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円 円 円 円

函 館 病 院
放 射 性 同 位 元 素

放 射 性 同 位 元 素

函 館 病 院 車 両

車 両

高 等 看 護 学 院
器 械 備 品

南 茅 部 病 院
器 械 備 品

恵山病院器械備品

函館病院器械備品

そ の 他 器 械 備 品

南 茅 部 病 院
器 械 備 品

恵山病院器械備品

函館病院器械備品

医 療 用 器 械 備 品

高 等 看 護 学 院
構 築 物

南茅部病院構築物

恵 山 病 院 構 築 物

函 館 病 院 構 築 物

構 築 物

高等看護学院建物

南 茅 部 病 院 建 物

恵 山 病 院 建 物

函 館 病 院 建 物

建 物

高等看護学院用地

南 茅 部 病 院 用 地

恵 山 病 院 用 地

函 館 病 院 用 地

土 地

固固          定定          資資          産産    

有形固定資産明細書

資 産 の 種 類 年度当初現在高 当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額 年 度 末 現 在 高

円 円 円 円

備 考
当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額 累      　 計

      明明                細細                書書

減   価   償   却   累   計   額
年度末償却未済高
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円 円 円 円

函 館 病 院
放 射 性 同 位 元 素

放 射 性 同 位 元 素

函 館 病 院 車 両

車 両

高 等 看 護 学 院
器 械 備 品

南 茅 部 病 院
器 械 備 品

恵山病院器械備品

函館病院器械備品

そ の 他 器 械 備 品

南 茅 部 病 院
器 械 備 品

恵山病院器械備品

函館病院器械備品

医 療 用 器 械 備 品

高 等 看 護 学 院
構 築 物

南茅部病院構築物

恵 山 病 院 構 築 物

函 館 病 院 構 築 物

構 築 物

高等看護学院建物

南 茅 部 病 院 建 物

恵 山 病 院 建 物

函 館 病 院 建 物

建 物

高等看護学院用地

南 茅 部 病 院 用 地

恵 山 病 院 用 地

函 館 病 院 用 地

土 地

固固          定定          資資          産産    

有形固定資産明細書

資 産 の 種 類 年度当初現在高 当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額 年 度 末 現 在 高

円 円 円 円

備 考
当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額 累      　 計

      明明                細細                書書

減   価   償   却   累   計   額
年度末償却未済高
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円 円 円 円

合 計

円 円 円

円 円 円

計

長 期 前 払 消 費 税

出 資 金

貸 倒 引 当 金 △ 49,622,166 △ 36,374,676 △ 36,461,166

長 期 貸 付 金

 投資その他の資産明細書

資　 産　 の　 種　 類 年 度 当 初 現 在 高 当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額

計

その他無形固定資産

リ ー ス 資 産

無形固定資産明細書

資　 産　 の　 種　 類 年 度 当 初 現 在 高 当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額

恵山病院リース資産

高 等 看 護 学 院
リ ー ス 資 産

南 茅 部 病 院
リ ー ス 資 産

函館病院リース資産

リ ー ス 資 産

資 産 の 種 類 年度当初現在高 当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額 年 度 末 現 在 高

円 円 円 円

円 円

円

△ 49,535,676

年 度 末 現 在 高 備　　     　                            考

年 度 末 現 在 高 備　　     　 　　　　　　考当年度減価償却高

年度末償却未済高 備 考
当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額 累      　 計

減   価   償   却   累   計   額

－36－

円 円 円 円

合 計

円 円 円

円 円 円

計

長 期 前 払 消 費 税

出 資 金

貸 倒 引 当 金 △ 49,622,166 △ 36,374,676 △ 36,461,166

長 期 貸 付 金

 投資その他の資産明細書

資　 産　 の　 種　 類 年 度 当 初 現 在 高 当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額

計

その他無形固定資産

リ ー ス 資 産

無形固定資産明細書

資　 産　 の　 種　 類 年 度 当 初 現 在 高 当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額

恵山病院リース資産

高 等 看 護 学 院
リ ー ス 資 産

南 茅 部 病 院
リ ー ス 資 産

函館病院リース資産

リ ー ス 資 産

資 産 の 種 類 年度当初現在高 当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額 年 度 末 現 在 高

円 円 円 円

円 円

円

△ 49,535,676

年 度 末 現 在 高 備　　     　                            考

年 度 末 現 在 高 備　　     　 　　　　　　考当年度減価償却高

年度末償却未済高 備 考
当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額 累      　 計

減   価   償   却   累   計   額

－37－



企企　　　　　　　　業業　　　　　　　　債債　　　　　　　　明明　　　　　　　　細細　　　　　　　　書書

償　　　還

当 年 度 償 還 高

平成　年　月　日 円 円 

建設改良費等の財源に充てるための企業債

市立函館病院移転新築整備事業費

〃

〃

〃

〃

シ ネ ア ン ギ オ 棟 新 築 事 業 費

医 療 機 械 器 具 整 備 事 業 費

シ ネ ア ン ギ オ 棟 新 築 事 業 費

市 立 函 館 病 院 本 棟 整 備 事 業

医 療 機 械 器 具 整 備 事 業 費

市 立 函 館 病 院 本 棟 整 備 事 業 費

産婦人科・小児科施設整備事業費

医 療 機 械 器 具 整 備 事 業 費

市 立 函 館 病 院 本 棟 整 備 事 業 費

産婦人科・小児科施設整備事業費

医 療 機 械 器 具 整 備 事 業 費

国 保 病 院 移 転 整 備 費

〃

医 師 住 宅 整 備 費

病 院 増 改 築 事 業 費

病 院 改 築 事 業 費

Ｃ Ｔ 室 増 築 事 業 費

計

種 類 発 行 年 月 日 発 行 総 額

企企　　　　　　　　業業　　　　　　　　債債　　　　　　　　明明　　　　　　　　細細　　　　　　　　書書

高

償 還 高 累 計

円 円 円 年　　％ 令和　年　月　日  借入先

財 務 省

〃

〃 〃

〃

〃

地 方 公 共 団 体
金 融 機 構

財 務 省

地 方 公 共 団 体
金 融 機 構

〃

財 務 省

地 方 公 共 団 体
金 融 機 構

〃 〃

財 務 省

地 方 公 共 団 体
金 融 機 構

〃 〃

〃 財 務 省

〃

〃

〃

〃

〃

〃

償 還 終 期 備 考未 償 還 残 高 発行価額 利 率

－38－

企企　　　　　　　　業業　　　　　　　　債債　　　　　　　　明明　　　　　　　　細細　　　　　　　　書書

償　　　還

当 年 度 償 還 高

平成　年　月　日 円 円 

建設改良費等の財源に充てるための企業債

市立函館病院移転新築整備事業費

〃

〃

〃

〃

シ ネ ア ン ギ オ 棟 新 築 事 業 費

医 療 機 械 器 具 整 備 事 業 費

シ ネ ア ン ギ オ 棟 新 築 事 業 費

市 立 函 館 病 院 本 棟 整 備 事 業

医 療 機 械 器 具 整 備 事 業 費

市 立 函 館 病 院 本 棟 整 備 事 業 費

産婦人科・小児科施設整備事業費

医 療 機 械 器 具 整 備 事 業 費

市 立 函 館 病 院 本 棟 整 備 事 業 費

産婦人科・小児科施設整備事業費

医 療 機 械 器 具 整 備 事 業 費

国 保 病 院 移 転 整 備 費

〃

医 師 住 宅 整 備 費

病 院 増 改 築 事 業 費

病 院 改 築 事 業 費

Ｃ Ｔ 室 増 築 事 業 費

計

種 類 発 行 年 月 日 発 行 総 額

企企　　　　　　　　業業　　　　　　　　債債　　　　　　　　明明　　　　　　　　細細　　　　　　　　書書

高

償 還 高 累 計

円 円 円 年　　％ 令和　年　月　日  借入先

財 務 省

〃

〃 〃

〃

〃

地 方 公 共 団 体
金 融 機 構

財 務 省

地 方 公 共 団 体
金 融 機 構

〃

財 務 省

地 方 公 共 団 体
金 融 機 構

〃 〃

財 務 省

地 方 公 共 団 体
金 融 機 構

〃 〃

〃 財 務 省

〃

〃

〃

〃

〃

〃

償 還 終 期 備 考未 償 還 残 高 発行価額 利 率

－39－




